
Kansai Engineering Administration Committee

関西 EAC 第510回例会 : 新しい価値の創造と社会課題の解決 のご案内

■ テーマ
■ 日時 2023年7月14日（金）13:30～17:00
■ 場所
Shimadzuみらい共創ラボ　|　株式会社島津製作所
 
■ 交通手段
■アクセス　Shimadzuみらい共創ラボ　株式会社島津製作所
〒619-0237　京都府相楽郡精華町光台3丁目9-4
【京都方面から】
京都より近鉄電車京都線（急行）で約30分、新祝園駅より 奈良交通バス「36系統：光台循環内回り」または「56系統：学研
奈良登美ヶ丘駅ゆき」に乗車（約15分）、「光台七丁目」下車。 （新祝園からタクシーの場合は、所要時間 約10分）
＜バス時刻表＞
往路：祝園駅→光台七丁目
復路：光台七丁目→祝園駅
【大阪方面から】
本町より近鉄電車けいはんな線「学研奈良登美ヶ丘」駅下車（地下鉄中央線から直通あり）、奈良交通バス「56系統：祝園
駅ゆき」乗車（約10分）、「光台七丁目」下車。 （学研奈良登美ヶ丘駅からタクシーの場合は、所要時間 約5分）
＜バス時刻表＞
往路：学研奈良登美ヶ丘駅→光台七丁目
復路：光台七丁目→学研奈良登美ヶ丘駅
 

■ 備考
■ お問い合わせは　関西設計管理研究会 事務局長 　河添 俊幸　宛　コンタクトフォームから問い合わせください。
 

スケジュール

13:30～13:40 【会長挨拶】　株式会社LIXIL 垂水 伸輔 氏

13:40～14:40 【施設見学】
『Shimadzuみらい共創ラボの見学』
株式会社島津製作所　基盤技術研究所 研究推進室 研究支援G　グループ長
井上 信治 氏
「Shimadzuみらい共創ラボ」は、先端分析、革新バイオ、脳五感、AI（人工知能）などの研究領域の開発を推進し、オー
プンイノベーションによる新しい価値の創造と社会課題の解決を目指す共創空間として2020年に竣工しました。
研究員の協働によって感動とワクワクを盛り込みながら創り上げてきた新研究棟をご案内致します。
※Shimadzuみらい共創ラボ　説明（15分）＆見学（45分）

14:40～14:50 休憩

14:50～15:50 【テーマ発表①】
『SDGs、脱プラ、世界規制に対応する包装・梱包設計の近況』
カネパッケージ株式会社　大阪営業所
丸山 和也 氏
当社は梱包材、包装資材、物流に関わる業務をグローバルに提供しております。
SDGs、地球温暖化問題、2025年施行のEUプラスチックス規制等全世界で取り組まれている包装業界の現状、製
品設計の段階で製品を安全に運ぶための輸送・包装形態を考慮した配慮が求められている事例を紹介します。
いつも障害になるのは品質、コスト。その企業で何を優先にするのか？社会に及ぼす影響を考察した際に企業の姿
勢はどうあるべきかをこの機会に訴求し、このKEACから何かを発信できれば幸いです。

15:50～16:00 休憩

https://www.shimadzu.co.jp/research_and_development/future_collaboratory/
https://www.shimadzu.co.jp/aboutus/company/access/keihanna.html
https://navi.narakotsu.co.jp/pdf/gene2/00604_010_ja.pdf
https://navi.narakotsu.co.jp/pdf/gene2/00612_011_ja.pdf
https://navi.narakotsu.co.jp/pdf/gene2/02608_010_ja.pdf
https://navi.narakotsu.co.jp/pdf/gene2/00612_021_ja.pdf
https://keac.jp/#contact
https://www.shimadzu.co.jp/research_and_development/future_collaboratory/
https://www.kanepa.co.jp/
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16:00～16:50 【テーマ発表②】
『段ボール緩衝材の簡易設計に向けた取り組み』
株式会社　島津製作所　総合デザインセンター　シミュレーションG
山内 健司氏
製品を衝撃から保護するために緩衝材が用いられます。近年では地球環境への配慮から、緩衝材を発泡プラスチッ
ク系から紙系に代替することが求められており、中でも段ボールは環境負荷が低い材料として注目されています。し
かし段ボールは緩衝構造の設計手法が十分に確立されておらず、経験やトライアンドエラーに頼らざるを得ませんで
した。
本発表では、弊社が島津ロジスティクスサービス株式会社と共同で、段ボール緩衝材を標準化し、設計曲線による簡
易設計を可能とした取り組みについて紹介します。また、その中で工夫した点や苦労した点についてもお伝えします。
<参考資料>
【包装設計シリーズVol.1】包装設計へのシミュレーション活用

16:50～17:00 連絡事項・次回例会案内

17:30～19:30 懇親会（新祝園駅付近の予定）

https://www.shimadzu.co.jp/sls/service/design.html
https://www.shimadzu.co.jp/sls/pdf/design_simulation.pdf

